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平成™œ年�月™�日 木曜日 第�—��号官 報

４
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
\
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
道
は
交
通
混
雑
が

生
じ
円
滑
な
交
通
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
現
道
の
交
通
混
雑
の
解

消
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
区
間
の
自
治
体
の
長
か
ら
本
件
事

業
の
早
期
完
成
に
関
す
る
強
い
要
望
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行

す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の

用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て

も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る

公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第

2
0条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
福
岡
県
大
野
城
市
役
所

そ
の
た
め
、
起
業
者
は
、
改
変
区
域
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
な
ど
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
、
改

変
区
域
内
で
施
工
中
に
希
少
種
等
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
、
起
業
者
は
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、

工
事
期
間
又
は
施
行
の
回
避
、
捕
獲
、
移
動
、
移

植
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
希
少

動
植
物
へ
の
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
本
件
事
業
地
内
に
は
、
文
化
財
保
護
法

（
昭
和

2
5年
法
律
第

2
1
4号
）
に
基
づ
く
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
１
箇
所
存
在
す
る
が
、
福

岡
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
記
録
保
存
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ

れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

^
事
業
計
画
の
合
理
性

本
件
事
業
は
、
現
道
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
緩

和
を
主
な
目
的
と
し
て
、
道
路
構
造
令
（
昭
和
4
5

年
政
令
第

3
2
0号
）
に
よ
る
第
４
種
１
級
の
規
格

に
基
づ
き
、
４
車
線
の
道
路
を
整
備
す
る
事
業
で

あ
り
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
道
路
構
造
令

等
に
定
め
る
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
本
件
区
間
に
お
け
る
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
平
成
８
年
７
月
1
7日
に
都
市
計
画
変
更
決

定
さ
れ
た
都
市
計
画
と
基
本
的
内
容
は
整
合
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得

ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡

量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利

益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄

与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
2
0条
第
３

号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日

九
州
地
方
整
備
局
長

吉
崎

収

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

四
百
九
十
七
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

長
崎
県
北
松
浦
郡
佐
々
町
沖
田
免
字
四
ツ
井
樋
前
一
〇
〇
番

一
か
ら
同
町
口
石
免
字
末
永
一
三
六
五
番
一
ま
で

前後

二
六
∑
〇
〇
〜
一
三
六
∑
〇
〇

二
一
∑
六
〇
〜

七
九
∑
〇
〇

〇
・
六
三
九

〇
・
六
三
九

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
崎
河
川
国
道
事
務
所

衆

議

院

答
弁
書
受
領

六
月
二
十
五
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
小
池
政
就
提
出
電
力
自
由
化
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
導
入
促
進
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
小
池
政
就
提
出
電
源
開
発
促
進
税
の
あ
り

方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
提
出
原
発
広
報
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
岡
田
克
也
提
出
憲
法
の
投
票
価
値
の
平
等

の
要
求
に
係
る
政
府
見
解
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

報
告
書
受
領

六
月
二
十
五
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

障
害
者
基
本
法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
平
成
二

十
四
年
度
障
害
者
施
策
の
概
況
」
に
関
す
る
報
告

少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
く

「
平
成
二
十
四
年
度
少
子
化
の
状
況
及
び
少
子
化
へ
の

対
処
施
策
の
概
況
」
に
関
す
る
報
告

科
学
技
術
基
本
法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
平
成
二

十
四
年
度
科
学
技
術
の
振
興
に
関
す
る
年
次
報
告
」

議
事
日
程

六
月
二
十
六
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
二
十
九
号

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
六
日
（
水
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保

護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
参

議
院
提
出
）

第
二

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
参
議
院
提
出
）

参

議

院

会
議六

月
二
十
六
日
（
水
曜
日
）
午
前
十
時

本
会
議

議
案
提
出

六
月
二
十
五
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
中
西

健
治
発
議
）（
参
第
三
二
号
）

内
閣
総
理
大
臣
安
倍
晋
三
君
問
責
決
議
案
（
森
ゆ
う
こ

外
二
名
発
議
）

要
求
書
提
出

六
月
二
十
五
日
発
議
者
か
ら
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
の

委
員
会
審
査
省
略
要
求
書
が
提
出
さ
れ
た
。

内
閣
総
理
大
臣
安
倍
晋
三
君
問
責
決
議
案
（
森
ゆ
う
こ

外
二
名
発
議
）

議
案
送
付
（
予
備
審
査
）

六
月
二
十
五
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
衆
議
院

に
送
付
し
た
。

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
小
野

次
郎
外
一
名
発
議
）

国
家
公
務
員
の
給
与
の
減
額
措
置
等
に
よ
る
国
家
公
務

員
の
人
件
費
の
総
額
の
削
減
に
関
す
る
法
律
案
（
小
野

次
郎
発
議
）

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
中
西

健
治
発
議
）

質
問
主
意
書
提
出

六
月
二
十
五
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。

一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
解
禁
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
辻
泰
弘
提
出
）（
第
一
四
二
号
）

航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
へ
の
米
軍
Ｘ
バ
ン
ド

レ
ー
ダ
ー
の
配
備
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
へ
の
対
応
等

に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
井
上
哲
士
提
出
）（
第
一
四
三

号
）

「
村
山
談
話
」
及
び
「
河
野
談
話
」
の
継
承
と
施
策
に

関
す
る
質
問
主
意
書
（
福
島
み
ず
ほ
提
出
）（
第
一
四
四

号
）

国
連
「
健
康
に
対
す
る
権
利
」
に
関
す
る
勧
告
書
及
び

日
本
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
福
島
み
ず

ほ
提
出
）（
第
一
四
五
号
）

答
弁
書
受
領

六
月
二
十
五
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
江
口
克
彦
提
出
「
親
学
」
の
推
進
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
一
二
六
号
）

参
議
院
議
員
江
崎
孝
提
出
地
方
衛
生
研
究
所
の
地
方
独

立
行
政
法
人
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第

一
二
七
号
）

報
告
書
受
領

六
月
二
十
五
日
内
閣
か
ら
、
障
害
者
基
本
法
第
十
三
条

の
規
定
に
基
づ
く
「
平
成
二
十
四
年
度
障
害
者
施
策
の
概

況
」
に
関
す
る
報
告
を
受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
第

九
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
平
成
二
十
四
年
度
少
子
化
の
状

況
及
び
少
子
化
へ
の
対
処
施
策
の
概
況
」
に
関
す
る
報
告

を
受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
科
学
技
術
基
本
法
第
八
条
の

規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
四
年
度
科
学
技
術
の
振
興
に
関

す
る
年
次
報
告
を
受
領
し
た
。

Ÿ
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